
児の異常

表4  タミフル投与症例の児の異常との関連性

妊娠初期 今回の調査 林らの調査1) 総計

無影響期（0～27日）（0‐3週） 0 0/20 0/20

絶対過敏期（28～50日）（4‐7週） 3/14 （流産2例（ともに妊娠6週）、早 2/43（VSD 1例,流産1例） 5/57 VSD1例、流産3例
産（妊娠36週）1例） 早産1例

相対過敏期（51～84日）（8‐12週） 1/13 （新生児黄疸（軽度）） 0/2 1/15（新生児黄疸1例）

比較過敏期（85～112日）（13‐16週） 4/15 早産（妊娠32週）1例,新生児
仮死2例、微熱1例

0/0 4/15 早産1例、微熱1例
新生児仮死2例

小計 8/42 2/65 10/107

妊娠中期（16‐28週）
*（妊娠中期は14週以降とすることが

あるが、ここでは比較的過敏期以降
の16週とした）

8/60
（転帰不明

2例含む）

VSD 1例
顔貌異常、両側多合指症1例
黄疸2例
低血糖1例
早産（妊娠36週）1例

0 8/60

早産（妊娠36週）1例
皮下腫瘤1例

妊娠後期（29週‐） 1/44 （聴力検査再調査1例） 1/44

服用時期不明 0/3 0/3服用時期不明 0/3 0/3

総計 17/149 2/65 19/214

（ 1) 林昌洋 他 日病薬誌 45：547‐550, 2009 ）


